
▲�川野辺の西矢さんが平成17年から合鴨農法で生産しています。可愛いアヒルたちが雑草を食し、苗の間を潜り抜け、
マコモの成長に活躍しています。（関連19ページ）

マコモダケ（真菰筍）育成中！
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　６月19日執行の千早赤阪村長選挙において４選
を果たした松本昌親村長が、６月23日、職員らの
出迎えを受け初登庁しました。

　このたび多くの皆様のご支持・ご支援をいただき、
引き続き村長に就任させていただくことになりまし
た。４期目の村政を担うにあたりその責任の重さに
身の引き締まる思いであり、皆様の期待と信託に応
えるべく村長としての職責を果たしていく所存でございます。
　これまでの３期12年間は、非常に厳しい財政状況の中で、議会のご理解と職員の協力を
得ながら、身を切る改革による財政の立て直しを図り、財政黒字を維持してまいりました。
　そのような厳しい状況の下においても、小中学校の耐震補強工事、中学校での完全給食、
子ども医療費の助成の拡充、がん検診の無料化や国民健康保険料の引き下げなど福祉の向
上に取り組んでまいりました。
　本村は、少子高齢化や人口減少が進み、村税の減少など引き続き厳しい財政状況ではあ
りますが、私の４期目の村政は「○新山中八策」に掲げた８つの基本項目を柱に取り組ん
でまいります。
　子どもを安心して預け働くための学童保育の整備、生活に密着した村道の改善のスピー
ドアップ、健康寿命を延ばすための取り組みなど、引き続き財政規律を守りながら最小の
経費で最大の効果が発揮できるよう住民目線で村政を推進してまいります。
　そして皆様に「この村に住んでよかった」と言ってもらえる日本一「幸せ」を実感でき
る、元気な千早赤阪村を皆様と一緒につくってまいりますので、引き続き、皆様のご支援・
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

	 千早赤阪村長　松　本　昌　親

〈問い合わせ〉選挙管理委員会事務局

投票所別投票率

○当　松本　昌親　　　１，８７４票
鈴木てつお　　　 ９０８票

平成28年６月19日執行千早赤阪村長選挙　開票結果

過疎からの脱却に向けた新たな挑戦
○新 山中八策　松本村政４期目スタート

投票区 当日有権者（最終） 投　票　者　数 投　　票　　率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

第　1 861 951 1,812 338 371 709 39.26 39.01 39.13 
第　2 392 467 859 199 203 402 50.77 43.47 46.80 
第　3 100 130 230 72 90 162 72.00 69.23 70.43 
第　4 922 1,021 1,943 501 543 1,044 54.34 53.18 53.73 

期日前投票 241 301 542 10.59 11.72 11.19 
計 2,275 2,569 4,844 1,351 1,508 2,859 59.38 58.70 59.02 
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　８月１日（月）から11月30日（水）まで公共交通実証運行を実施します（平日のみ）。運行時間は、午前９時
から午後５時までです。ぜひご利用ください。
●定路線方式

●デマンド（予約）方式：予約は専用受付電話番号へ（☎�7622）
　ご利用日の２週間前から２営業日の間にご予約ください。

●問い合わせ　まちづくり課（公共交通に関すること）
　　　　　　　村社会福祉協議会（デマンド予約受付専用）☎�7622

■日　　　時　ふれあい展　10月29日（土）・30日（日）午前10時～午後４時30分
　　　　　　　コンサート　10月30日（日）正午～午後４時
■場　　　所　くすのきホール
■主　　　催　ふれあい展・コンサート実行委員会
■後　　　援　千早赤阪村教育委員会
■参加について　村在住・在勤の代表者からなるグループまたは個人とします。
■申し込みについて　下記施設に設置する申込用紙に必要事項を記入の上、提出してください。
◆申込用紙設置場所
　①役場②小吹台連絡所③保健センター④くすのきホール図書室
　⑤いきいきサロンくすのき⑥いきいきサロンやまゆり⑦Ｂ＆Ｇ海洋センター
　⑧道の駅ちはやあかさか⑨郷土資料館⑩教育委員会事務局
◆申　込　先　教育委員会事務局（くすのきホール）（電話またはＦＡＸでの申し込み可）。
◆申 込 締 切　８月31日（水）
◆問い合わせ　教育課　☎�1300　FAX�1400

出展者・出演者　募集
ふれあい展・コンサート

公共交通実証運行のお知らせ

毎時　００分　発

いきいきサロンやまゆり　発

毎時　３０分　発

オークワ　発

16：30　オークワ発が最終便

⬅
➡

いきいきサロン
やまゆり

東阪
（旧ＪＡ前）

Ｂ＆Ｇ
海洋センター

桐山広域
農道口

二河原辺
消防車庫前

いきいきサロン
くすのき 保健センター 森　屋 オークワ

（河南町）

中津橋
千早銘木前
東ノ尾農道
下東阪老人憩いの家
上東阪消防車庫前
小吹老人憩いの家
西恩寺
小吹ロ組集会所
小吹地蔵さん
いきいきサロンやまゆり
千早老人憩いの家
福助食堂前

いきいきサロンやまゆり

いきいきサロンくすのき

保健センター

森屋

⬅➡

森屋消防車庫前
自休村センター下防火水槽前
森屋
いきいきサロンくすのき
水分神社臨時駐車場前
ＪＡ大阪南赤阪支店
グロワール前
保健センター
川野辺老人憩いの家
桐山老人憩いの家
吉年老人憩いの家
中津原老人憩いの家
浄照寺

♪♬♪
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　東日本大震災の際、地震発生時の判断と行動が生死を大きく分けました。災害発生時にきちんと行動す
るには、正確な情報をいち早く知ることが大切です。この訓練では、携帯電話に訓練情報を送信します。
地震発生時、どのようにして情報を入手し、どのように対応するのかについて考え、行動するきっかけを
提供します。緊急メールの配信や防災行政無線など、さまざまな情報源から災害情報を認識し、日ごろか
らいざという時に一人ひとりがどのように行動したら良いのかを考え、身を守る行動や防災・減災を考え
る機会を訓練の目的として大阪府全域で実施します。

　　日時　９月５日（月）午前11時開始
①　午前11時　大規模地震発生
　　防災行政無線の屋外スピーカーにより訓練放送「緊急地震速報」を行います。
②　午前11時03分頃　大津波警報発表
　　訓練用エリアメール、緊急速報メールが携帯電話に届きます。（大阪府全域）
　　件名：訓練通報　DRILL（大阪府）
　　本文：�『「大阪880万人訓練」の訓練通報です。実行委員会を代表して大阪府より発信しています。

DISASTER　DRILL　11時03分に大阪府沿岸全域に大津波警報が発表されました。各市町
村の指示に従って、身の安全を守るための適切な避難行動をとってください』

③　午前11時30分頃　大規模火災注意警報
　　訓練用エリアメール、緊急速報メールが携帯電話に届きます。（村内）
　　件名：訓練通報　DRILL（千早赤阪村）
　　本文：�「大阪880万人訓練」の訓練通報です。千早赤阪村で発生した火災が拡大しています。近く

の一時避難地へ避難してください。DISASTER　DRILL　実際の災害時には、身の安全を
確保し、適切な情報に基づき避難してください。（千早赤阪村）

　※メール配信される携帯電話NTTドコモ（エリアメール）、
　　au・ソフトバンク（緊急速報メール）
　※マナーモードでも着信音が鳴ります。
　※�携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社に問い合わせください。

〈問い合わせ〉　・府民お問合せセンター　☎０６（６９１０）８００１
　　　　　　　　ＨＰ　 大阪880万人訓練 検索
　　　　　　　　http://www.pref.osaka.lg.jp/shobobosai/trainig_top/
�　　　　　　　・総務課

９月５日（月）に大阪880万人訓練を実施します。

　

現
在
、
村
で
は
新
庁
舎
建
設
計
画
の
見
直

す
た
め
、
７
月
20
日
ま
で
意
見
募
集
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
ご
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
、

新
庁
舎
建
設
計
画
の
代
替
案
に
つ
い
て
、
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
で
検
討
を
進
め
る
予
定

で
す
。
検
討
に
あ
た
り
さ
ら
に
広
く
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
の
委
員
に
加
え
、

公
募
に
よ
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

次
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
人

① 

千
早
赤
阪
村
に
在
住
し
て
い
る
18
歳
以
上

（
平
成
28
年
８
月
１
日
現
在
）
の
人

② 

月
１
回
程
度
の
会
議
に
継
続
的
に
参
加
で

き
る
人

○
内
容　

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
事
項

○
定
員　

旧
４
小
学
校
区　

各
１
人

　

※ 

た
だ
し
、
旧
小
学
校
区
で
公
募
が
な
い

小
学
校
区
の
補
充
は
行
わ
な
い
。
ま
た
、

定
数
を
超
え
る
場
合
は
公
開
抽
選
。

○
任
期　

 

委
嘱
の
日
か
ら
庁
舎
の
建
設
が
完

了
し
た
と
き
ま
で

○
応
募
方
法　

　

 

所
定
の
申
込
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
応
募

の
動
機
な
ど
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、持
参
で
応
募
く
だ
さ
い
。

所
定
の
申
込
用
紙
は
、
役
場
１
階
、
小
吹

台
連
絡
所
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

　

som
u-10@

vill.chihayaakasaka.lg.jp

○
申
込
期
間　

 

８
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

必
着
（
当
日
消
印
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課

千
早
赤
阪
村
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
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５
月
25
日
に
村
内
で
発
生
し
た
廃
石
綿

（
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
不
法
投
棄
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

● 

場
所

　

東
阪
地
区
か
ら
千
早
地
区
の
府
道
富
田
林

五
条
線
沿
い
下
の
急
峻
な
斜
面
に
計
７
か
所
。

● 

主
な
経
過
と
対
応

・ 

５
月
25
日
早
朝
に
東
阪
地
内
の
村
道
岩
井

谷
線
に
お
い
て
、
綿
状
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の

様
な
も
の
が
透
明
の
ポ
リ
袋
で
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
近
隣
住
民
が
発
見
。
村
・
大

阪
府
・
警
察
に
よ
り
現
場
確
認
を
行
い
廃

棄
物
処
理
法
に
準
拠
し
た
飛
散
防
止
措
置

お
よ
び
安
全
確
保
を
実
施
。

・ 

投
棄
物
を
検
査
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
一
種
で
あ
る
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト

を
含
む
廃
石
綿
（
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
）

と
判
明
。

・ 

５
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け
、
村
・
大
阪

府
・
警
察
が
周
辺
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

新
た
に
６
地
点
の
府
道
下
の
斜
面
に
投
棄

物
を
発
見
。

・ 

投
棄
物
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
で
飛
散
防

止
処
置
を
行
い
順
次
回
収
し
、
村
が
特
管

産
廃
処
分
業
者
を
通
じ
適
切
に
処
分
。

・ 

回
収
し
処
分
し
た
数
量
は
、
50
㍑
入
り
の

ポ
リ
袋
で
合
計
２
７
５
袋
。

・ 

６
月
27
日
に
村
と
大
阪
府
が
、
東
阪
地
区

の
阪
本
橋
か
ら
千
早
地
区
の
千
早
大
橋
間

に
つ
い
て
、
最
終
的
な
確
認
調
査
を
行
っ

た
結
果
、新
た
な
投
棄
物
は
発
見
さ
れ
ず
。

● 

大
気
環
境
に
つ
い
て

　

５
月
25
日
の
不
法
投
棄
発
見
以
降
、
大
阪

府
が
周
辺
の
大
気
環
境
測
定
を
行
い
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
大
気
環
境
に
は
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
面
の
間
、
継
続
的
に
測
定
が
行
わ

れ
ま
す
。

● 

今
後
の
対
応

　

今
回
の
よ
う
な
、
悪
質
な
行
為
は
村
に

と
っ
て
初
め
て
で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な

行
為
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
関
係
機
関
と

連
携
し
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

・ 
警
察
に
は
、
犯
人
の
特
定
と
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
を
要
望
し
ま
す
。

・ 

大
阪
府
に
は
、
府
道
沿
い
に
不
法
投
棄
の

防
護
柵
の
設
置
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

産
業
廃
棄
物
（
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
）
の

排
出
者
お
よ
び
処
理
業
者
に
対
し
、
規
制

指
導
を
強
化
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

・ 

村
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
も
踏
ま

え
、
今
回
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
府
道
沿
い

に
「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
路
線
」
の
看
板
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

● 

住
民
の
皆
さ
ん
へ
ご
協
力
の
お
願
い

・ 

今
後
、
ア
ス
ベ
ス
ト
ら
し
き
不
法
投
棄
を

発
見
し
た
場
合
は
、
飛
散
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
決
し
て
触
れ
る
こ
と
な
く
、
警

察
ま
た
は
村
に
通
報
く
だ
さ
い
。

・ 

不
法
投
棄
の
疑
い
の
あ
る
不
審
車
な
ど
を

見
つ
け
た
場
合
は
、
警
察
に
通
報
い
た
だ

く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

廃
石
綿（
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
）の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。義
務
教
育
学
校
と
は
、

６
年
間
の
前
期
課
程
（
小
学
校
段
階
）
と
３

年
間
の
後
期
課
程
（
中
学
校
段
階
）、
合
わ

せ
て
９
年
間
を
一
貫
し
た
教
育
で
進
め
る
学

校
の
こ
と
で
す
。
小
中
の
子
ど
も
た
ち
が
１

つ
の
校
舎
で
学
ぶ
施
設
一
体
型
の
学
校
と
、

別
々
の
校
舎
で
学
ぶ
施
設
分
離
型
の
２
つ
の

タ
イ
プ
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
小
中
一
貫
教
育
の
流
れ
を
先
取

り
し
、
こ
の
中
学
校
区
で
は
早
く
か
ら
、
小
・

中
学
校
が
協
力
し
合
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
や

教
員
に
よ
っ
て
様
々
な
合
同
活
動
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
お
互
い
の
学
校
に
出
向
い

て
行
う
出
前
授
業
（
小
学
校
の
先
生
に
よ
る

中
学
校
数
学
、
中
学
校
の
先
生
に
よ
る
小
学

校
理
科
の
授
業
な
ど
）、
生
徒
会
や
児
童
会

の
交
流
、
様
々
な
合
同
行
事
の
開
催
な
ど
が

多
彩
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

小
中
合
同
遠
足
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
、
そ
の
成
果
が
見
事
に
花
開
い
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が

と
う
」
を
感
じ
、
伝
え
合
え
た
こ
と
、
地
域

に
新
し
い
な
か
ま
を
見
つ
け
た
こ
と
、
こ
の

子
た
ち
に
地
域
で
育
つ
新
し
い
感
性
が
確
か

に
育
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
文
章
を
読

ん
で
、
相
手
の
こ
と
を
思
う
気
持
ち
が
各
自

そ
れ
ぞ
れ
育
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
、

心
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。」、
学
年
通
信
を

読
ん
だ
あ
る
保
護
者
の
感
想
の
中
に
す
べ
て

が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
野
さ
い
を
切
る
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。」、「
手
を
い
っ
し
ょ
に
つ
な

い
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」、「
焼
き
そ
ば

が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
た
い
い
く
か
ん
で

や
っ
た
ゲ
ー
ム
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

　
「
上
手
に
お
手
伝
い
し
て
く
れ
た
か
ら
、

み
ん
な
で
お
い
し
い
焼
き
そ
ば
食
べ
ら
れ
た

よ
！
あ
り
が
と
う
！
」、「
お
世
話
す
る
の
が

ヘ
タ
ク
ソ
で
ご
め
ん
ね
。
お
肉
い
っ
ぱ
い
お

と
し
た
け
ど
、『
お
い
し
い
』
っ
て
言
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」、「
い
っ
ぱ
い
し
ゃ

べ
っ
て
楽
し
か
っ
た
ね
。
ま
た
道
で
会
っ
た

ら
声
か
け
て
ね
。
テ
ニ
ス
頑
張
る
ね
。
あ
り

が
と
う
！
」、「
近
所
で
も
あ
ん
ま
り
し
ゃ
べ

ら
ん
か
っ
た
け
ど
、
今
回
の
遠
足
で
い
っ
ぱ

い
し
ゃ
べ
っ
た
な
あ
。
最
近
会
っ
た
と
き
、

手
を
振
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　

あ
る
市
の
小
学
校
と
中
学
校
合
同
の
学
校

評
議
員
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
初
め
に
、
小

学
３
年
生
と
中
学
２
年
生
に
よ
る
合
同
遠
足

の
記
録
が
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
電

車
に
乗
っ
て
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
っ

て
い
っ
し
ょ
に
焼
き
そ
ば
を
作
り
、
そ
の
後

体
育
館
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
と
い
う
活
動
内

容
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
よ
う
な

笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
冒
頭
の
文

章
は
、
小
学
生
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
と
、
中

学
生
か
ら
の
そ
の
返
事
で
す
。

　

学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
て
、
平
成
28
年

度
か
ら
「
義
務
教
育
学
校
」
を
設
置
で
き
る

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊴

「
た
く
さ
ん
の『
あ
り
が
と
う
』」
島　
　

善
信

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

5



　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

住
民
生
活

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

窓
口
を
臨
時
で
開
設
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

の
休
日
交
付
窓
口
を
臨
時
で
開
設
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
通
知
書
は

届
い
て
い
る
が
、
平
日
仕
事
な
ど
で
役
場
開

庁
時
間
に
窓
口
に
来
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
カ
ー
ド
交
付
時
の
必
要
書
類
】

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
本
人
確
認
書
類　

　

 　

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
な

ど
の
う
ち
１
点
。
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
、「
氏
名
・
生
年
月
日
」
ま
た

は
「
氏
名
・
住
所
」
が
記
載
さ
れ
た
書
類

の
う
ち
２
点
。（
例
：
健
康
保
険
ま
た
は

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

社
員
証
、
学
生
証
、
預
金
通
帳
、
医
療
受

給
者
証
な
ど
）

④ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
の
み
）

　

ま
た
、
当
日
来
庁
さ
れ
る
予
定
の
人
は
必

ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所　

千
早
赤
阪
村
役
場　

住
民
課

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

　

住
民
課
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
担
当
）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

　

大
阪
府
と
府
内
市
町
村
で
は
７
月
20
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
を
「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
等

対
策
月
間
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
府
内
で
は
じ
め
て
発
見
さ
れ

て
か
ら
、
現
在
で
は
ど
こ
で
も
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
、
咬
ま
れ
る
事
故
が
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
ク
モ
は
強
い
毒
を
も
っ
て
い

ま
す
が
、
突
か
れ
る
と
驚
い
て
死
ん
だ
ま
ね

を
す
る
な
ど
、
攻
撃
性
は
少
な
く
比
較
的
お

と
な
し
い
ク
モ
で
す
。

特
長　

全
体
に
黒
く
背
に
赤
色
の
帯
状
の
模

様
が
あ
り
気
候
が
暖
か
く
な
る
と
活
動
が
活

発
に
な
り
ま
す
。

体
長　

メ
ス　

約
10
～
14
㎜　

　
　
　

オ
ス　

約
２
・
５
～
３
㎜　

対
処
の
心
得

①
見
か
け
た
ら

　

 

殺
虫
剤
な
ど
で
駆
除
し
、
素
手
で
絶
対
に

触
ら
な
い

②
注
意
す
る
場
所

•
 

花
壇
ま
わ
り
や
公
園
内
の
ブ
ロッ
ク
の
隙
間

•

墓
石
の
隙
間
や
排
水
溝
の
蓋
の
裏

•
 

自
動
販
売
機
、ク
ー
ラ
ー
室
外
機
の
裏（
暖

か
く
巣
を
張
る
隙
間
）

③
も
し
噛
ま
れ
た
ら

•
 

す
ぐ
水
で
洗
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院

で
治
療
す
る
（
噛
ん
だ
ク
モ
は
殺
し
て
病

院
に
持
参
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
っ
て
起
こ

る
感
染
症
で
す
が
、
感
染
す
る
こ
と
は
極
め

て
ま
れ
な
病
気
で
す
。
ま
た
、
治
療
を
す
る

こ
と
に
よ
り
障
が
い
を
残
す
こ
と
な
く
治
り
、

隔
離
を
必
要
と
し
な
い
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
国
に
よ
る
誤
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
の
隔
離
政
策
が
、
明
治
40
年
か
ら
平
成

８
年
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
を
か

え
り
み
ず
、
自
分
た
ち
の
地
域
か
ら
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
を
強
制
的
に
療
養
所
へ
送
り
込
む
、

い
わ
ゆ
る
「
無
ら
い
県
運
動
」
が
行
わ
れ
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
そ
の
家
族
に
大
き
な
苦

痛
と
苦
難
を
強
い
て
き
た
の
で
す
。　

　

こ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
認
識
が
社

会
の
す
み
ず
み
ま
で
植
つ
け
ら
れ
、
ハ
ン
セ

ン
病
回
復
者
の
中
に
は
現
在
も
な
お
、
家
族

や
親
族
に
被
害
が
お
よ
ぶ
の
を
恐
れ
、
そ
の

関
係
を
絶
っ
た
り
、
病
歴
を
隠
し
て
生
活
を

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場 ……☎�0081
小吹台連絡所 ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド 
 ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館 ……☎�1588
B&G 海洋センター ……☎�7183
学校給食センター ……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署 ………☎�1755

※ 各施設の休館日については
お問い合わせください。
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こ
の
よ
う
な
被
害
や
名
誉
を
回
復
す
る
た

め
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成
21
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
持
つ
と
と
も
に
、
差
別
や

偏
見
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
そ
の
家
族
の
た
め
の

相
談
・
支
援
窓
口

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
06（
７
５
０
６
）９
４
２
４

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し
て
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

保　
　
　

険

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　

70
歳
未
満
の
人
で
、
入
院
お
よ
び
外
来
診

療
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

医
療
機
関
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提

示
す
る
と
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
高
額

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
と
ど
め

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
外
来
診
療
で
複
数
の

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
個
々

の
医
療
機
関
で
限
度
額
を
超
え
た
場
合
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

（
70
～
74
歳
の
人
も
含
む
）
が
入
院
す
る
と

き
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
る
と

と
も
に
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

　

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
有

効
期
限
が
７
月
31
日（
日
）ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
場
合
は
再

度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

•

認
印

•
 

村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
で
、
過

去
１
年
以
内
に
90
日
以
上
入
院
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
そ
の
領
収
書
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

福
祉
医
療

老
人
医
療（
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
）の
申
請
を

　

65
歳
以
上
の
人
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当

額
等
一
部
助
成
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
条
件

① 

障
が
い
者
医
療
助
成
に
該
当
す
る
人
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、
療
育

手
帳
重
度
な
ど
）

② 

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当
す
る
難

病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
国
の
難

病
と
し
て
の
公
費
負
担
医
療
の
対
象
と
な

る
疾
患
を
有
す
る
人

③ 

精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の
治
療
を

受
け
て
い
る
人

④
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
助
成
に
該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•

健
康
保
険
証

•

印
鑑

①
～
③
に
該
当
す
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
特
定
医
療

費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
・
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
（
精
神
通
院
）
・
感
染
症
法
の

患
者
票
（
結
核
）
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

④
に
該
当
す
る
人

事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

助
成
の
内
容

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
（
保
険
診
療

に
限
る
）
を
受
け
た
と
き
、
医
療
機
関
に
支

払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
福
祉
医
療
）

※蔵書の検索や本の予約が家庭でできます。《村のホームページ》から《総合案内》《図書室蔵書検索》です。

平
成
28
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
５
期
（
８
月
分
）
の
納
期
限
は
、
８
月
31
日（
水
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
８
月
25
日（
木
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

◆
一
般
書

ポ
イ
ン
ズ
ド
ー
タ
ー
・
ホ
ー
リ
ー

 

（
湊
か
な
え
）

半
席 

（
青
山
文
平
）

残
り
者 

（
朝
井
ま
か
て
）

マ
ル
暴
総
監 

（
今
野
敏
）

赤
い
刻
印 

（
長
岡
弘
樹
）

罪
の
終
わ
り 

（
東
山
彰
良
）

岳
飛
伝
17 

（
北
方
謙
三
）

ど
こ
か
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

 

（
中
山
七
里
）

老
い
も
病
も
受
け
入
れ
よ
う

 

（
瀬
戸
内
寂
聴
）

コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に　
　
　

 

（
川
口
敏
和
）

１
１
２
日
間
の
マ
マ 

（
清
水
健
）

初
め
て
で
も
作
れ
る
！
ク
ラ
フ
ト
バン
ド
の

か
ご
・
バッ
グ
＆
こ
も
の

か
ぎ
針
で
編
む
お
し
ゃ
れ
な
タ
ッ
セ
ル

＆
フ
リ
ン
ジ
こ
も
の　
　
　
　
　

る
る
ぶ
仙
台
松
島
宮
城，17

る
る
ぶ
東
北，17　
　
　
　
　
　

る
る
ぶ
飛
騨
高
山，16
～，17　
　
　
　
　

　
◆
児
童
書

小
学
生
の
自
由
工
作
パー
フェク
ト
低
学
年

小
学
生
の
自
由
工
作
パー
フェク
ト
高
学
年

み
ず
た
ま
り 

（
殿
内
真
帆
）

あ
そ
ぼ 

（
エ
レ
ヴ
ェ
・
テ
ュ
レ
）
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

健　
　
　

康

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ

と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•

村
国
保
千
早
診
療
所

•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
平
成
28
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

② 

平
成
28
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

受
け
た
事
が
な
い
人

③ 

平
成
28
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
、
特
定
健

康
診
査
等
に
お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異
常

が
あ
る
人

内
容　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検
査
で

次
の
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

申
込
期
間

　

平
成
29
年
３
月
24
日（
金
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個

別
郵
送
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・

受
診
券
・
問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）　

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、
会
話

が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期

に
歯
磨
き
の
状
況
や
口
の
中
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
ご
案
内

対
象
者　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

検
診
の
内
容　

超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定

・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

検
診
実
施
機
関　

７
月
１
日（
金
）～
９
月
30

日（
金
）

実
施
医
療
機
関　

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
月
・
水
・
金
の
診
療
時
間
内

申
し
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー

※ 
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
予
約
票
・
問
診
票
な
ど
を
送
り
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

ジ
カ
熱
・
デ
ン
グ
熱
対
策

　

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
ジ
カ
熱
）
や
デ

ン
グ
熱
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
れ

ら
に
感
染
し
た
人
の
血
を
吸
っ
た
蚊
（
日
本

で
は
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
）
の
体
内
で
増
え
、

そ
の
蚊
が
ま
た
他
の
人
の
血
を
吸
う
こ
と
で

感
染
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

感
染
し
て
も
す
べ
て
の
人
に
症
状
が
で
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
熱
や
関
節
の

痛
み
、
発
疹
が
出
て
る
と
い
っ
た
症
状
が
一

週
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。

　

ジ
カ
熱
は
妊
婦
が
感
染
す
る
と
小
頭
症
な

ど
の
先
天
性
障
が
い
を
も
っ
た
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
り
、
デ
ン
グ
熱
で
は
出
血
を
伴
う
デ

ン
グ
出
血
熱
と
な
り
重
症
化
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

や
ぶ
な
ど
の
蚊
が
い
そ
う
な
場
所
に
行
く

と
き
は
、肌
を
露
出
せ
ず
、虫
除
け
ス
プ
レ
ー

を
使
用
す
る
な
ど
、
い
つ
で
も
蚊
に
刺
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
、
そ
ん
な
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
流
行
地
に
渡
航
さ
れ
る
場
合
は
、
現

地
で
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）
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２人に１人はがんにかかると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早目に保健センターに申し込みください。

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数

※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります（両方受ける事はできません）。
※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は偶数年生まれでも受診できます。
※各検診の詳しい内容については下記の表をご覧ください。

●申し込み方法（集団・個別のいずれの検診も）
電話または窓口にて、保健センターで申し込みを受け付けします。
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。

●集団検診（実施場所：保健センター）※定員になり次第締め切ります。

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）

※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

●個別検診【検診実施期間：いずれも平成29年３月31日（金）まで】

検診の種類 対　象　者 実施方法 受診できる回数集団 個別
胃 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
大 腸 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● ● 年度に１回
肺 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
乳 が ん 検 診 受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回
子宮頸がん検診 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所
内 　   容 問診・便潜血検査

乳 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの２か所
内 　   容 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科・たけい産婦人科・山村医院の６か所

内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）

で受けられます

胃 が ん・
大腸がん・
肺 が ん・
結 核
検 診

検 診 日 ９月８日（木）・９月16日（金）・11月27日（日）の午前　
当日受付時間 午前８時30分～11時
定 　 　 員 各50人
内 　 　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査

〈肺がん・結核〉受診票確認・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳がん検診

検 診 日 10月７日（金）・11月９日（水）の午前
当日受付時間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時

※受付時間ごとの時間帯予約制です。
定 　 　 員 〈40歳代〉各７人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
※次の人は村の集団検診は受けられません。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　・授乳中の人
　・心臓ペースメーカーを装着している人　・豊胸術をしている人
　・立ったままの姿勢を保てない人　　　　・腕を上にあげられない人
　・ＶＰシャントを挿入している人　　　　・乳腺の治療中、経過観察中の人

子宮頸がん
検 診

検 診 日 10月７日（金）・11月９日（水）の午後
当日受付時間 午後１時30分～３時
定 　 　 員 各55人
内 　 　 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

乳 が ん・
子宮頸がん
セット検診

検 診 日 10月７日（金）・11月９日（水）の午後

当日受付時間 〈40歳代〉午後０時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
※受付時間ごとの時間帯予約制です。

定 　 　 員 〈40歳代〉各６人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 集団の「乳がん検診」「子宮頸がん検診」と同じ
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上
下
水
道

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
等
納
入

通
知
書
を
ご
利
用
の
お
客
様
へ
納
入

期
限
の
取
扱
い
つ
い
て

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
等
の
支
払
い

は
、納
入
期
限
内
に
役
場
（
小
吹
台
連
絡
所
）

ま
た
は
お
近
く
の
取
扱
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
入
通
知
書
裏
面
に
掲

載
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
入
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
お
支
払
い
で
き

ま
せ
ん
。納
入
通
知
書
を
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

施
設
整
備
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
す

る
場
合
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
つ
い
て
い
な
い

納
入
通
知
書
は
ご
使
用
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
お
客
様
で
、
何
ら
か

の
理
由
で
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
納
入
期
限
内
に
お
支
払
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

税

８
月
は
徴
収
強
化
月
間
で
す

　

村
で
は
、
納
期
限
内
に
納
税
さ
れ
た
人
と

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
電
話
、
訪
問

な
ど
に
よ
る
催
告
を
行
い
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
曜
納
税
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

平
日
忙
し
い
人
は
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
28
日（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所　

本
庁
１
階
総
務
課
（
税
務
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

村
・
府
民
税
２
期
分
の
納
税
は

８
月
31
日
ま
で
に

　

税
金
は
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
１
期
分
、
固
定
資
産

税
１
・
２
期
分
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
未
納

が
あ
る
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

募　
　
　

集

人
権
啓
発
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
作
品
の
募
集

　

村
と
村
人
権
協
会
で
は
、
人
権
に
つ
い
て

身
近
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
啓
発

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
村
内
在
住
者

募
集
期
間　

８
月
１
日（
月
）～
９
月
23
日

（
金
）

応
募
方
法　

１
人
そ
れ
ぞ
れ
１
点
と
し
、
応

募
者
が
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
用
し
た
作
品
は

審
査
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。 

応
募
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

（
小
中
学
生
は
学
年
、
組
、
氏
名
）
を
作
品

裏
面
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
作
品
に
添
付
い
た
だ
い
た
個

人
情
報
は
、
作
品
展
示
活
動
、
人
権
啓
発
カ

レ
ン
ダ
ー
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

～
め
ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」

参
加
者
募
集

　

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
で

す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り
ま

し
ょ
う
。

　

８
月
の
実
施
は
左
記
の
通
り
で
す
（
運
動

と
栄
養
の
２
回
で
す
。）

●
健
康
的
な
日
常
生
活

「
日
常
生
活
で
ち
ょ
こ
っ
と
運
動
」

運
動
実
技

•

今
よ
り
も
10
分
多
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

•

身
体
活
動
量
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

日
時　

８
月
23
日（
火
）　　

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
食
材
の
か
し
こ
い
選
び
方
」

栄
養
講
義
（
実
演
・
試
食
）

•

外
食
、
中
食
の
上
手
な
選
び
か
た

•

加
工
食
品
に
つ
い
て

①
お
か
ら
入
り
チ
キ
ン
グ
ラ
タ
ン

②
夏
野
菜
の
ご
ま
み
そ
サ
ラ
ダ

日
時　

８
月
30
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
～
64
歳
の
人

定
員　

 

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

費
用　

 

初
回
３
０
０
円
、
２
回
目
以
降
１
５

０
円

申
込
方
法　

基
本
的
に
は
１
コ
ー
ス
（
全
７

回
）
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
１
回

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。（
現
時
点
で
空

き
が
あ
り
ま
す
。）

※ 

コ
ー
ス
内
容
は
広
報
６
月
号
と
千
早
赤
阪

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）
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《千早赤阪メモリアルパークでお墓を建てよう！！》

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？
実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、
お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。
『千早赤阪メモリアルパーク』は１聖地 永代使用料 26万円より。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

この機会に『千早赤阪メモリアルパーク』にお墓をお引越ししませんか？

介
護
予
防
事
業「
Ｋ
Ｃ（
健
康
長
寿
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

　

村
で
行
う
介
護
予
防
教
室
で
、お
手
伝
い
や

教
室
参
加
者（
高
齢
者
）の
お
話
し
相
手
を
し

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
が
ら
、
一
緒

に
楽
し
く
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

も
で
き
ま
す
。
き
っ
と
、
あ
な
た
自
身
も
心

身
と
も
に
元
気
に
な
り
ま
す
。

日
時　

９
月
16
日（
金
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

小
吹
台
地
域
自
治
会
館

対
象　

 

70
歳
未
満
で
、
介
護
予
防
や
認
知
症

予
防
に
興
味
の
あ
る
人

内
容　

 

介
護
予
防
の
基
礎
知
識
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て　

な
ど

※ 

９
月
30
日
か
ら
始
ま
る
介
護
予
防
事
業

「
Ｋ
Ｃ
（
健
康
長
寿
）
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
介
護
予
防
）

　この教室では、日常生活や座位での運動には支障のない程度の膝や腰の痛みが
あったり、気持ちがどうもふさぎがちでついつい家に閉じこもってしまっている
高齢者が対象です。認知症予防、体力づくり、筋力および脳トレーニングなどを
楽しく実践しながら学び、寝たきりや閉じこもりにならない身体づくり・仲間づ
くりを目指しています。

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（介護予防）

実施内容
開講式、介護予防運動指導員による講話と運動や体操の実技、看護師・
保健師による健康チェック、体力測定（座位体前屈・座位ステッピング、
開眼片足立ち、ツーステップ）修了式など

対 象 者

65歳以上の住民で下記①～④の条件を満たす人
①介護認定を受けておらず、介護保険サービスを利用していない
②介助なしで座ってする運動が可能
③かかりつけ医がいる場合は、運動を許可されている
④送迎はないので自力で会場までこれる

回 数 １クール12回（週に１回、３か月間）

定 員

各クールごとに15人　
•原則、全回参加できる人を優先します。
• 申し込み後、対象者条件を満たしているか確認の上、参加決定通

知を送付します。
•前期と後期の両方は申し込めません。

申込期間 ８月１日（月）～定員になり次第締め切り

場 所 小吹台地域自治会館　

参 加 費 スポーツ保険（希望者のみ）として1,200円／人、毎回参加時に250円／人

実 施 日

前期
クール

９月30日、10月7日・14日・21日・28日、11月４日・11日・18日・25日、
12月２日・９日・16日の午前（全日金曜日）

後期
クール

１月12日・19日・26日、２月２日・９日・16日・23日、３月2日・９日・
16日・23日・30日の午前（全日木曜日）

ＫＣ（健康長寿）エクササイズ参加者募集
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お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金（
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）

●
臨
時
福
祉
給
付
金

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
の
人
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
が
昨
年
度

に
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者　

次
の
要
件
を
満
た
す
人

•
 

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
に
お
い
て
村
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人

•

平
成
28
年
度
村
民
税
が
非
課
税
の
人

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

•
 

平
成
28
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
人

•
 

平
成
28
年
１
月
１
日
に
お
い
て
生
活
保
護

ま
た
は
中
国
残
留
邦
人
な
ど
に
対
す
る
支

援
給
付
を
受
け
て
い
る
人
（
平
成
28
年
１

月
２
日
～
10
月
１
日
ま
で
に
廃
止
・
停
止

さ
れ
た
人
を
除
く
）

支
給
額　

対
象
者
一
人
当
た
り
３
千
円

● 

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）

　

年
金
受
給
者
へ
の
支
援
や
年
金
も
含
め
た

所
得
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
「
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）」
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

支
給
対
象
者

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象
者
の
う
ち
、

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
で
「
低
所
得

の
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」
を
受
給
し
て
い

な
い
人

支
給
額　

対
象
者
一
人
当
た
り
３
万
円

○
申
請
受
付
期
間
な
ど

　

両
給
付
金
と
も
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ

る
人
に
は
村
か
ら
８
月
末
ま
で
に
お
知
ら
せ

と
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
を

同
封
の
封
筒
で
返
送
ま
た
は
、
健
康
福
祉
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

９
月
１
日（
木
）～
平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

受
付
場
所

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

給
付
方
法　

口
座
振
込
に
よ
り
支
給

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

前期（第３回～第４回）「河内國とその時代」午後２時から４時

後期（第５回～第９回）「地域の中の博物館」午後２時から４時

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に連絡します。
場所　くすのきホール　 定員　50人（先着順）
費用　１回400円　　　　受付　随時　※土曜日・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　途中からの参加可能。村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課　☎�1300　※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

平成28年度村民大学歴史講座、今後の開講予定

回 講座日 タイトル 講　　師

３ ８月３日（水） 戦国期の真宗教団と寺内町
―南河内地域を中心に―

大阪狭山市教育委員会
吉井　克信　氏

４ ９月14日（水） 『河内鑑名所記』『河内志』
『河内名所図会』が紹介する千早赤阪村

文化財保存全国協議会
全国常任委員

西田　孝司　氏

回 講座日 タイトル 講　　師

５ 10月５日（水） 水平社運動の軌跡
―なぜ御所の地で活動が始まったのか、水平社とはなにか？―

水平社博物館学芸員
佐々木　健太郎　氏

６ 11月９日（水） 観光資源としての博物館 大阪大谷大学名誉教授
中村　浩　氏

７ 12月２日（金） 地域のマーケティング
～博物館と来訪者の視点から～

神戸山手大学教授
森山　正　氏

８ 12月14日（水） ミュージアムを楽しむ
～行ってみたくなるようなミュージアムを紹介します～

阪南大学准教授
和泉　大樹　氏

９ 平成29年
１月18日（水）

地域の中の博物館
～村立郷土資料館30年の歩み～ 村文化財担当職員
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

認
定
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

現
在
、
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に

は
、
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、

手
当
の
支
給
が
遅
延
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
届
け
出
を
２
年
間
続
け
て
提
出
さ

れ
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　

 

８
月
１
日（
月
）～
31
日（
水
）に「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人

　

 

８
月
12
日（
金
）～
９
月
12
日（
月
）に
「
所

得
状
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

「
所
得
状
況
届
」
は
障
が
い
の
状
態
を
確

認
す
る
「
有
期
再
認
定
請
求
」
と
は
別
の

手
続
き
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
す
る
た
め
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
18
歳
ま
で

の
児
童
を
育
て
て
い
る
母（
父
）、
ま
た
は
母

（
父
）に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

①
父
母
が
離
婚
し
た

②
母
（
父
）
が
死
亡
し
た

③ 

母
（
父
）
が
政
令
で
定
め
る
重
い
障
が
い

が
あ
る

④
母
（
父
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

⑤ 

母
（
父
）
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る

⑥ 

母
（
父
）
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命

令
を
受
け
た

⑦ 

母
（
父
）
が
法
令
に
よ
っ
て
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た

※ 

母
（
父
）
・
養
育
者
ま
た
は
児
童
が
日
本

国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き
や
児
童
が

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な

ど
を
除
き
ま
す
。

手
当
額
（
月
額
）

全
部
支
給　

４
万
２
３
３
０
円

一
部
支
給　
９
９
９
０
円
～
４
万
２
３
２
０
円

（
児
童
が
２
人
の
場
合
５
千
円
加
算
、
以
下

児
童
が
１
人
増
す
ご
と
に
３
千
円
加
算
）

※ 

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

所
得
が一定
額
以
上
あ
る
と
き
は
、手
当
の一

部
ま
た
は
全
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※ 

手
当
額
は
毎
年
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

障
が
い
児
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
を
援
護

し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
育
て
て
い
る
父
か

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
育
て

て
い
る
人

※ 

児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
や
児

童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど

を
除
き
ま
す
。

手
当
額
（
月
額
）

　

障
が
い
の
程
度
が
定
め
ら
れ
た
基
準
の
各

級
に
相
当
す
る
場
合 

１
級　

５
万
１
５
０
０
円

２
級　

３
万
４
３
０
０
円

※ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
、
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き
は
、

手
当
の
全
部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

※ 

手
当
額
は
毎
年
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

照
明
設
備
等
改
修
工
事
に
伴
う
村
民

運
動
場
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

　

村
民
運
動
場
に
お
い
て
平
成
28
年
12
月
５

日（
月
）～
平
成
29
年
１
月
29
日（
日
）に
、
照

明
設
備
と
土
壌
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
施
設
の
利
用
が
出
来
ま

せ
ん
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

プ
ー
ル
一
般
開
放

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
か
ら
次
の
と

お
り
一
般
開
放
を
し
ま
す
。

期
間　

８
月
２
日（
火
）～
31
日（
水
）

午
前
の
部　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

午
後
の
部　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

※ 

休
館
日
（
月
曜
日
）
は
一
般
開
放
を
し
ま

せ
ん
。

利
用
料
金　

大
人
２
５
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
、
小
学
生
未
満
無
料

備
考

•
 

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
見
学
の
場
合
も
利
用
料

が
必
要
で
す
。

•

水
泳
キ
ャ
ッ
プ
の
着
用
が
必
要
で
す
。

•
 

幼
児
・
低
学
年
（
小
学
１
・
２
年
）
の
利

用
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０
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催　
　
　

し

運
転
者
講
習
会

　

９
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）の
「
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
に
先
駆
け
て
、
運
転
免

許
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
交
通
安
全

運
転
者
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
８
日（
木
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
会
議
室
）

受
付　

午
後
６
時
30
分
～

開
始　

午
後
７
時
～

日
時　

９
月
９
日（
金
）

場
所　

千
早
小
吹
台
小
学
校
（
体
育
館
）

受
付　

午
後
６
時
30
分
～

開
始　

午
後
７
時
～

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催

　

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今
日
の
平

和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

戦
時
市
民
生
活
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。

期
間　

７
月
30
日（
土
）～
８
月
４
日（
木
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈８月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

４ 木 午前10時～10時30分

地域子育て支援センター

げんき親子体操

９ 火 ★ 午前11時～11時30分 流しそうめん
持ち物　フォーク、タオル、エプロン

10 水 午前10時30分～11時 プールであそぼう
持ち物　タオル、水着、着替え

16 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

17 水 午前10時30分～
地域子育て支援センター

フィンガーペインティング

18 木 午前10時30分～11時 おもちゃを作ろう

23 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

24 水 午前10時30分～11時
地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

31 水 午前10時30分～11時 プールであそぼう
持ち物　タオル、水着、着替え

今月の一押し　 
　流しそうめん　竹のレーンを使って、流しそうめんをします。
　　　　　　　　みんなでワイワイしながら楽しい時間を過ごしましょう。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　 ★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

要
援
護
高
齢
者
調
査

　

民
生
委
員
が
災
害
時
に
備
え
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者
の
み
世
帯
等
の
調
査

を
９
月
頃
に
実
施
し
ま
す
。
調
査
に
際
し
、

行
政
か
ら
住
民
情
報
（
65
歳
以
上
の
人
）
の

提
供
を
受
け
、
対
象
者
を
訪
問
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
充
分
留

意
す
る
と
と
も
に
秘
密
を
守
り
ま
す
。
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

 

千
早
赤
阪
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
�
０
２
９
４

献　
　

血

　

愛
の
献
血
（
７
月
20
日
）
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
人
数　

44
人

　

今
後
と
も
地
域
献
血
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

赤
十
字
募
金

　

災
害
時
救
護
活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、

医
療
、
血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広

い
事
業
に
活
用
さ
れ
る
赤
十
字
募
金
に
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
額　

７
６
８
，
０
７
０
円　

　

趣
味
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
受
講

で
き
る
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
の
事

業
「
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」
を
５
月
よ
り
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、

月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

８
月
開
催

開
催
日
時
・
場
所

８
月
２
日（
火
）
午
後
２
時

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り

８
月
16
日（
火
）
午
後
２
時

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き

参
加
資
格

60
歳
以
上
の
千
早
赤
阪
村
在
住
者

参
加
費

１
回
３
０
０
円
（
当
日
支
払
い
）

申
し
込
み
方
法

当
日
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
管
理
人
ま
で

「
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」開
催

生
き
が
い
づ
く
り
事
業

　

土
用
の
丑
の
日
に
は
う
な
ぎ
、
関
西
で

は
夏
至
に
タ
コ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　

う
な
ぎ
に
は
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｅ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
が

豊
富
で
、
う
な
ぎ
一
人
前
で
一
日
の
約
3

倍
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
必
要
量
が
摂
取
で
き

ま
す
。
胃
腸
の
改
善
や
風
邪
の
予
防
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
、
老
化
防
止
の
作
用
が
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

タ
コ
に
は
タ
ウ
リ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２

が
含
ま
れ
て
お
り
、
肝
臓
の
働
き
を
助
け

る
効
果
や
身
体
的
・
精
神
的
の
疲
労
回
復

効
果
が
あ
り
、
暑
さ
の
続
く
夏
に
は
理
に

か
な
っ
た
食
習
慣
で
す
。

　

日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
で
、
汗
を
か
く

と
体
内
に
蓄
積
さ
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
が
一
緒
に
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

出
て
行
っ
た
も
の
を
食
事
か
ら
補
充
す
る

こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
積
極
的

に
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
、
特

に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
は
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
、

夏
バ
テ
予
防
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
レ
モ
ン
お
ろ
し
う
ど
ん

　

う
ど
ん　
　

１
玉

　

鶏
サ
サ
ミ　

１
／
２
本

　

大
根　
　
　

３
㎝

　

レ
モ
ン　
　

１
／
３
個

　
　

だ
し　
　
　

２
カ
ッ
プ

　
　

淡
口
醤
油　

大
さ
じ
１
と
１
／
２

　
　

み
り
ん　
　

小
さ
じ
２

　
　

塩　
　
　
　

少
々

① 

レ
モ
ン
を
１
枚
輪
切
り
に
し
、
残
り
は

絞
っ
て
お
く

②
鶏
サ
サ
ミ
は
茹
で
た
後
、
細
か
く
裂
く

③
大
根
は
お
ろ
し
て
軽
く
絞
る

④
Ａ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
煮
立
て
て
冷
ま
す

⑤
う
ど
ん
を
茹
が
き
、
冷
ま
す

⑥ 

う
ど
ん
の
上
に
Ａ
を
注
ぎ
、
大
根
お
ろ

し
と
鶏
サ
サ
ミ
を
盛
り
付
け
、
上
か
ら

レ
モ
ン
の
し
ぼ
り
汁
を
加
え
、
最
後
に

レ
モ
ン
の
ス
ラ
イ
ス
を
乗
せ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
３
０
２
㎉
、
脂
質
１
・
２

ｇ
、
塩
分
１・５ｇ
（
汁
を
残
し
て
計
算
）

　

大
根
お
ろ
し
の
消
化
酵
素
と
レ
モ
ン
汁

の
ク
エ
ン
酸
で
夏
バ
テ
予
防
が
で
き
ま
す
。

ゆ
ず
や
す
だ
ち
で
も
代
用
可
能
で
す
。
う

ど
ん
は
の
ど
ご
し
が
良
く
、
糖
質
・
た
ん

ぱ
く
質
も
一
緒
に
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
キ
ウ
イ
を
デ
ザ
ー
ト
に
加
え
る
と

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
摂
取
で
き
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
充
で
き
る

食
材
は
豚
肉
・
う
な
ぎ
・
卵
・
豆
腐
・
枝

豆
・
に
ん
に
く
・
に
ら
・
お
く
ら
・
ね
ぎ
・

レ
モ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
食
欲
が
な
い

と
き
、
疲
労
回
復
に
是
非
お
た
め
し
く
だ

さ
い
。
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
て
夏
バ
テ
に
負

け
な
い
よ
う
な
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

Ａ

『
夏
の
食
材
と
予
防
効
果
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が
い
児

福
祉
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

　

現
在
、
特
別
障
が
い
者
手
当
、
障
が
い
児

福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
受
給
資

格
の
確
認
の
た
め
現
況
届
（
所
得
状
況
届
を

含
む
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
在
受
給
し

て
い
る
人
に
は
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、
提
出
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
手
当
が
差
し
止
め
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間　

８
月
15
日（
月
）～
23
日（
火
）

提
出
先　

健
康
福
祉
課

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン

　

タ
ー
生
活
福
祉
課　

☎
㉕
１
２
１
６

※ 

特
別
障
が
い
者
手
当・障
が
い
児
福
祉
手
当

に
つ
い
て
は
下
記
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・
障
が
い
者

週
間
の
ポ
ス
タ
ー
募
集
～
あ
な
た
の
素
直

な
気
持
ち
を
伝
え
ま
せ
ん
か
？
～

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心
の
ふ

れ
あ
い
の
体
験
を
綴
っ
た
作
文
や
、
障
が
い

者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

入
選
者
に
は
賞
状
な
ど
を
贈
り
ま
す
。

作
文　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）

小
・
中
学
生
は
２
～
４
枚

高
校
生
・
一
般
は
４
～
６
枚

※
点
字
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
応
募
も
可
能

ポ
ス
タ
ー　

Ｂ
３
画
用
紙
ま
た
は
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
画
用

紙
（
縦
長
の
み
）

小
・
中
学
生
の
み

募
集
期
間　

９
月
６
日（
火
）ま
で

応
募
方
法　

郵
送
（
９
月
６
日
の
当
日
消
印

ま
で
有
効
）
ま
た
は
持
参
※
土
・
日
・
祝
日

は
持
参
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

〈
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
４
０-
８
５
７
０

　

 

大
阪
府
福
祉
部
障
が
い
福
祉
室
障
が
い
福

祉
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

　

☎
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

　
　
（
内
線
４
１
４
５
）

　
　

06（
６
９
４
２
）７
２
１
５

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、

40
年
間
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
過
去
に
国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ

た
期
間
や
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
期
間
、

免
除
さ
れ
た
期
間
が
あ
る
た
め
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
人
や
、
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
保
険
料
を
納
め
た
期

間
と
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
を
合
わ
せ
て

原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
）
を
満
た
し
て
い

な
い
人
な
ど
は
、
申
し
出
に
よ
り
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

任
意
加
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
年
金
手
帳

と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
人
が
任
意
加
入

で
き
ま
す
。

○ 

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人
（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
る
人
は
除
く
）

○ 

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
65
歳
以
上
70
歳
未

満
の
人
（
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
期
間
を
満
た
し
て
な
い
人
）

○ 

60
歳
未
満
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者

○ 

外
国
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の

日
本
人

○ 

外
国
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の

日
本
人
（
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
）

　

な
お
、
外
国
に
住
ん
で
い
る
人
の
加
入
手
続

き
や
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
親
族
な
ど

の
協
力
者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
協
力
者
が
い
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

特別障がい者手当　月額26,830円 障がい児福祉手当　月額14,600円

支給
対象

満20歳以上の在宅の人で、身体ま
たは精神に著しく重度で永続する
障がい（知的障がいを含む）がある
ため、日常生活に常時特別の介護
を要する人

満20歳未満の在宅の人で、身体ま
たは精神に重度で永続する障がい

（知的障がいを含む）があるため、
日常生活に常時の介護を要する人

支給
制限

⑴　 病院等に３か月を超えて入院
している人

⑵　施設に入所している人
⑶　 本人、配偶者、扶養義務者の

所得が一定額以上ある人

⑴　 障がい年金などの障がいを支
給理由とする年金を受給され
ている人

⑵　施設に入所している人
⑶　 本人、配偶者、扶養義務者の

所得が一定額以上ある人

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
訓
練
の
す
ゝ
め
～

　
「
求
職
者
支
援
制
度
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
早
期
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

①
「
求
職
者
支
援
訓
練
」
な
ど
、
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

② 

訓
練
期
間
中
か
ら
終
了
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
就
職
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

③
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
に
訓
練
期
間
中
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野
訓
練
コ
ー
ナ
ー　

☎
�
３
０
８
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
訓
練
の
す
ゝ
め
～

国民年金の任意加入について
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「
還
暦
の
集
い
」
開
催

　

村
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
、
村
の
将
来

に
つ
い
て
語
り
あ
い
、
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
近
所
お
誘
い
の
上
、
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時　

９
月
11
日（
日
）
午
前
10
時
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び

大
阪
府
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会　
　
　

〈
問
い
合
わ
せ
〉
多
聞
・
千
早
校
区
の
各
区
長

ひ
き
こ
も
り
学
習
会

日
時　

８
月
22
日（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

大
阪
府
富
田
林
保
健
所
２
階　

講
堂

　
　
　
（
富
田
林
市
寿
町
３-

１-

35
）　　

講
義　
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
基
本
・
ポ
イ

ン
ト
」

講
師　

青
木　

道
忠　

氏
（
子
ど
も
・
若
も

の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
お
さ
か
顧
問
）

対
象　

 

大
阪
府
富
田
林
保
健
所
管
内
在
住
者

（
30
人
：
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

富
田
林
保
健
所
地
域
保
健
課　

（
精
神
保
健
福
祉
チ
ー
ム
）

☎
㉓
２
６
８
４

締
め
切
り　

８
月
17
日（
水
）  

「
大
学
通
信
教
育
秋
期
合
同
入
学

説
明
会
」
開
催

•
 

大
学
通
信
教
育
に
対
す
る
社
会
の
認
識
と

理
解
の
啓
発

•
 

入
学
希
望
者
に
対
す
る
希
望
大
学
の
教
育

内
容
の
説
明
と
学
習
相
談

日
時　

８
月
28
日（
日
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

場
所　

 

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
タ
ワ
ー
ウ
エ
ス
ト

10
階
（
大
阪
市
北
区
大
淀
中
１-

１
）

対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

参
加
校　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
　
　
　

http://w
w

w
.uce.or.jp/

内
容　

各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加
者
は
希
望
す

る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
講
義
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
直
接
相

談
を
受
け
る
。
参
加
者
に
は
大
学
通
信
教
育

の
概
要
、
学
習
方
法
、
開
設
学
科
一
覧
、
取

得
で
き
る
教
員
免
許
・
資
格
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
小
冊
子「
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」

（
大
学
・
短
大
編
）・（
大
学
院
編
）
を
配
付

〈
問
い
合
わ
せ
〉
公
益
財
団
法
人
私
立
大
学

　

 

通
信
教
育
協
会
（
東
京
都
文
京
区
本
郷
２

-

27-

16
大
学
通
信
教
育
ビ
ル
４
階
）

　

☎
03（
３
８
１
８
）３
８
７
０

　
　

03（
５
８
０
３
）９
９
３
９ 

※ 

参
加
申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
、
入
退

場
自
由

全
国
一
斉　

法
務
局
休
日
相
談
所

日
時　

10
月
２
日（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　

大
阪
法
務
局

（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
２
丁
目
１
番
17
号
）

相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
・
法
テ
ラ
ス
契

約
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

人
権
擁
護
委
員

受
付　

９
月
１
日（
木
）～　

予
約
優
先

（
た
だ
し
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
先
着
16

人
の
完
全
予
約
制
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

　

☎
06（
６
９
４
２
）９
４
５
２　

【第１期分】の納期限は、８月31日（水）です。
期限内に納付して頂きますよう、よろしくお願いします。

＊年間の税額が１万円以下の場合は、第２期分の納付書はありません。
＊ 個人事業税の納付用紙のうち、コンビニエンスストア収納用のバー

コードが印刷されたもの（30万円以下のもの）については、以下の
全国のコンビニエンスストアで納めることができます。

＊ 納付には、便利で安心・安全な口座振替制度をご利用く
ださい。

＊お問い合わせ先
　大阪府南河内府税事務所　☎0721-25-1131
府税ホームページ「府税あらかると」
http://www.pref.osaka.lg.jp/zei/alacarte

　８月に第１期分及び第２期分の納付書をまとめて送付します
（口座振替ご利用の人を除きます。）ので、納付時には、お間違
いのないようご注意ください。

サークルＫ、サンクス、セブン - イレブン、デイリーヤマザキ、ニューヤ
マザキデイリーストア、ファミリーマート、ミニストップ、ヤマザキスペシャ
ルパートナーショップ、ヤマザキデイリーストアー、ローソン（五十音順）

大阪府広報担当
副知事もずやん

⃝ 個 人 事 業 税  ⃝
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夏　本　番！！
　Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールで村内の保育園、幼稚園、小・中学校で水泳授業がはじまりました。また、
各校・園では「七夕」の行事がおこなわれ、願いを込めた色とりどりの短冊をしっかり飾りつけました。

消防団連携協力協議会訓練
　７月３日、富田林市消防本部において、富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村の消防団連携・協力の
ための訓練が開催され、４市町村の消防団員約65人が「災害現場での防ぎょ活動」についての座学と消防ポ
ンプ車を活用した実践訓練を実施しました。

18



・近況は・・・
　関西大学で授業やサークルを楽しんでます。
・趣味は・・・
　テニスです。小学校から関わってきて、最近
ラケットを２本買いました。
・夢は・・・
　特にないですが、将来スポーツに関われたら
いいなと思っています。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　サークルのイベントで川遊びをしたことです。
・思い出のアルバムから・・・

・千早赤阪村について・・・
　自然豊かで、空気がきれいなので、今のまま
であってほしいです。
　もう少し、交通面で便利になってほしいです
ね。
・次号は・・・
　中・高校の同級生の内田　祐加さんです。
・内田さんへメッセージを・・・
　バイト先でお母さんと仲良くしてください。

森屋　 山  内 　 直  樹 さん
＜19歳　おとめ座＞

NaokiYamauchi

マコモダケ？何？それ？
　ご存知ない人も多いのではないでしょうか。
　マコモはイネ科マコモ属の多年草で、マコモダケは、
マコモの根元に出来る肥大した茎の部分を指します。
　ほとんどクセがなく、柔らかい筍のような歯触りがあり、
ほのかな甘みとかすかにとうもろこしのような香りで、
おおむね９月中旬から10月中旬が美味しく食べられる旬
の時期になります。

小吹台　たかだ　はる　ちゃん
（　髙　田　　　晴　）

　　　　　　　　　　　　　　平成22年10月７日生まれ

� たかだ　そうし　くん
（　髙　田　壮　志　）

　　　　　　　　　　　　　　平成24年５月24日生まれ

元気に　まっすぐ　大きくなってね。

　父・勝哉さん　母・菜穂さん

６月号の「わがやのホープ」（地区名）に誤りがありました。
ご迷惑をお掛けしたことをお詫び申し上げます。地区名の訂正　誤）森屋　⇒　正）小吹台お詫びと訂正

中学のとき、陸
上で大会に出
ているのが楽
しかったです。

297
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

８月１日・８日・
22日・29日
９月５日㈪

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

８月17日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前
の乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの
乳幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分

１歳頃までの乳幼児
の家族

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 ８月５日㈮

午後２時～
（要予約、１人30分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人

（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） ８月16日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個 別 健 康 栄 養 相 談 ８月19日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時
村国保診療所休診

　村国保診療所は、８月15日（月）休診します。ご迷惑をおかけしますが、
ご了承ください。

〈問い合わせ〉村国保診療所　☎�0038

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救 急 安 心 セ ン タ ー お お さ か ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大 阪 府 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo － qq.jp/

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

８月２日（火）・
５日（金）・９日（火）
12日（金）・16日（火）
19日（金）・23日（火）
26日（金）・30日（火）
９月２日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

８月３日（水）
９月７日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

８月11日（木）
　　25日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ８月18日（木）

空 カ ン・ 空 ビ ン
（第４水曜日） ８月24日（水）

各地区ミゼット車 ８月17日（水）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 ８月29日（月）予定

千早、東阪、中津原 ８月30日（火）予定

心配ごと ８月４日（木）・９月１日（木）

児　　童 ８月４日（木）・９月１日（木）

行　　政 ８月４日（木）・９月１日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081

（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,543人（－11）
　男　　2,635人（－７）
　女　　2,908人（－４）
世帯数　2,353戸（＋１）

６月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
まちづくり課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課

健康診査＆相談など


